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凡例時日時　場会場　内内容　師講師　対対象　定定員　￥費用　申申し込み　問問い合わせ　Wウェブサイト　◎電話で問い合わせなどが難しいかたはFAXをご利用ください

会場・問い合わせ
大橋図書館（大橋1－5－1　クロスエアタワー9階、☎3770－3101、Ｆ3770－3103）、中目黒駅前図書館（上目黒2－1－3　中目黒GT内、☎3710－7253、Ｆ3791－
5616）、区民センター図書館（目黒2－4－36、☎3711－1138、Ｆ3711－1142）、目黒本町図書館（目黒本町2－1－20、☎3792－6325、Ｆ3792－4728）、洗足図書
館（洗足2－8－26、☎3719－7651、Ｆ3719－7030）、守屋図書館（五本木2－20－15、☎3711－7465、Ｆ3791－6018）、八雲中央図書館（八雲1－1－1　区民キャ
ンパス内、☎5701－2795、Ｆ5701－2794）、緑が丘図書館（緑が丘2－14－23、☎3723－0661、Ｆ3723－0799）

　子どもの読書週間の期間中、図書館で本を読むのが好きな子もそうで
ない子も楽しめるようなイベントを開催します。詳細は図書館W（コー
ド❶）をご覧ください。希望者は当日会場へ（一部を除く）。

会場 日時 イベント名 内容

大橋図書館 4月23日(火)〜
5月31日(金)

❶�おもしろい本みつけ
たよ！

募集した本の紹介文を木の絵
に貼り付けして展示

中目黒駅前
図書館

5月1日（水）〜
12日（日）

❷�ぬいぐるみたちのひ
みつのおとまり会

預かったぬいぐるみを夜の図
書館で撮影し、館内ポスター
やパネルで展示
定10人（先着）

区民センター
図書館

4月23日(火)〜
5月31日(金)

❸�おはなし会担当がえ
らぶ読み聞かせにお
すすめの絵本

おはなし会で読んだ読み聞か
せに向いている絵本と大型絵
本を展示

目黒本町
図書館

5月11日(土)
11：00〜11：30

❹�オリジナルカードケ
ースをつくろう！

オリジナル貸出券カードケー
スを作成
定10人（先着）

洗足図書館

4月23日(火)〜
5月12日(日) ❺スタンプラリー 本を借りてスタンプを3つた

めたかたに景品をプレゼント

5月
11日
(土)

10：30 〜
10：50

❻�風と遊ぼう！～スペ
シャルおはなし会 風をテーマにしたおはなし会

10：50 〜
11：30

❼風と遊ぼう！
　～ミニ工作会

折り紙で風車を作る
定10組（先着）

守屋図書館

4月23日(火)〜
5月12日(日)

❽�ひらいてワクワクえ
ほんくじ

くじに記載された番号の絵本
を貸し出し

5月8日(水)
15：30〜16：00

❾�ワクワクドキドキス
ペシャルおはなし会

ワクワクドキドキをテーマに
したおはなし会。特製ガチャ
ガチャあり

八雲中央
図書館

4月23日(火)〜
5月12日(日)

❿読書スタンプラリー
　�～図書館にあるいろ
いろな本を読もう！

テーマに合った本を借りてス
タンプを5個ためたかたに景
品をプレゼント

緑が丘図書館 4月23日(火)〜
5月12日(日) ⓫読書の木を彩ろう！ 募集した本の紹介文を木の絵

に貼り付けして展示

❶

4月23日～5月12日は
子どもの読書週間

催し物

❷❹❼は申し込みが必要です
申�❷4月16〜23日に、❹4月20
日❼4月23日から、各図書館の
電話または窓口で受け付け
※�❷のぬいぐるみは、4月24日
14：00〜17：00に預かります

❶⓫の募集期間
❶4月15日〜5月12日⓫4月23日
〜5月6日。応募方法は、各図書
館にお問い合わせください
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　小学１年生から柔道に励む。
平成24年に警察官に任命され、
指導者としては8年。現在は週
2回、子どもたちに柔道を指導。
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警察署の道場で行う、子どもたちの稽古

　警察署内の道場で、地域の子どもたちに柔道と剣道を
教えていることをご存じですか。区内では、目黒警察署
と碑文谷警察署で指導を受けることができます。
　「警察署の少年柔剣道は、子どもの健全育成が目的で、
人間形成や礼儀作法に重きを置いています」と語るのは、
碑文谷警察署で柔道を指導する黒瀬さん。「毎年武道館
で行われる錬成大会に向け、他署との合同稽古を行うな
ど技術習得に力を入れています。その他にも、警視庁の
見学や餅つきなどのレクリエーションも開催し、仲間と
楽しく取り組めるように工夫もしています」と目黒警察
署で剣道を指導する緑川さん。

長年の経験と稽古に裏付けされた指導

　子どもたちを指導するのは、警察署員に柔剣道を指導
する現役の警察官で、幼い頃から稽古を重ねてきた武道
の達人です。「私たちは機動隊の武道小隊で稽古を重ね
た後、武道専科を修了し、助教という武道の指導者に任
命され、警察署員の指導に当たっています」。
　現在、小学生から中学生まで、目黒警察署に32人、
碑文谷警察署には18人の子どもたちが所属。「子どもを
指導する際に気を付けているのは、一方的な指導ではな
く、対話によって子どもの主体性を育むことです」と黒
瀬さん。「しっかり伝わるような言葉掛けや行動で示す
ようにしています。時には親御さんの許可を得て、厳し
い指導をすることもあります」と緑川さんが続けます。

子どもたちの成長する姿、真剣な姿がうれしい

　指導のやりがいを聞くと、「実力だけでなく、自主性が
育って自分からあいさつできるようになったり、相手に対
する礼法が身に付いたり。そんな成長ぶりがうれしい」と
緑川さん。
　また、黒瀬さんの印象深いエピソードとして、「普段か
らすごく仲の良い女の子同士が大会で戦うことがありまし

た。どんな試合になるのか心配
しましたが、二人とも真剣に勝
負に挑み、負けた子が悔し泣き
までして。柔道に真剣に向き合
う姿を見た時はうれしかったで
す」と語ってくれました。

武道を通じて仲間と切磋琢磨し、育っていく

　「試合も練習も相手がいるからできる、仲間がいるから
厳しい練習も続けられる。相手を思いやる心や人に感謝す
る気持ちが育ち、厳しい練習を乗り越えることで、苦難に
耐えられる強い精神力が身に付く。これが武道の魅力だと
思います。ぜひ、少年柔剣道部に来てほしいですね」。
　教え子が警察官になることも
珍しくないとか。子どもたちに
ずっと指導していきたいと語る
緑川さんと黒瀬さん。将来、二
人の教え子と一緒に勤務する日
が来るかもしれません。

目黒警察署剣道助教 
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　小学１年生から剣道に励む。
平成23年に警察官に任命され、
指導者としては7年。現在は週
2回、子どもたちに剣道を指導。

プロフィール （写真左）

目黒警察署少年柔剣道
問�目黒警察署
（☎3710－
0110）

碑文谷警察署少年柔剣道
問�碑文谷警察
署（☎3794
－0110）

少年柔剣道
部員募集中！


